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研究の目的
中学校家庭科食生活領域における ICTの活用についてまとめ，

その効果や課題を検証する．

キーワード 家庭科 食領域  ICT  一人一台端末 お弁当 

実践の目的 ICTを活用した家庭科の授業改善 

実践者名 第一著者と同じ

対象者
信州大学教育学部附属松本中学校 2年生

(38名×4クラス・計 152名)

実践期間 2022年 6月～9月 

実践研究の

方法と経過

食生活領域の実践「なんとなく食べるお弁当から，考えて食べ

るお弁当へ」において，一人一台端末を活用した授業を考案し，

実践した際の生徒の取り組みの様子や振り返りの様子から学習効

果を検証する．

実践から

得られた

知見・提言

お弁当づくりを軸とした ICTを活用した指導法は，生徒の興味

関心を高め家庭内実践へ繋がり学校内の家庭科学習の定着が期待

できる．
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１．はじめに 

 文部科学省のGIGAスクール構想により，パソコンやタブレット等の日常的な活用を

積み重ねるとともに，効果的な活用について検討が進められてきた．新型コロナウイ

ルス感染症感染拡大に伴う臨時休業中の対策として急速に進んだ一人一台端末の導入

は，授業や単元構想そのものを劇的に変えた．もはや，ICT なくして授業は成り立たない

と言っても過言ではない．これまでに ICT を活用した実践では，成島・志村（2017）が

小学生を対象として調理操作の録画と相互評価を，高校生を対象として加藤（2017）が

調理手順の動画提示を，村上ほか（2016）が盛り付け図の静止画提示を検討し，その教

育効果を検証している． 
本実践では，食領域の実践「なんとなく食べるお弁当から，考えて食べるお弁当へ」に

おける ICT活用についてまとめ，その効果や課題について検討する． 
 

２．題材構想 「なんとなく食べるお弁当から，考えて食べるお弁当へ」(全20時間) 

図１ 食領域 題材構想図 

 

３．授業実践 

3.1 技能習得のためのポイントを明確にする課題把握と客観的な自己評価のための活用 
(1) 場面：調理実習「包丁の持ち方 きゅうりの 4種切りとじゃがいもの皮むき」 
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(2)授業の位置：第 5～8時

(3)生徒の思いや願い，問い：お弁当作りに必要な調理技能を身に付けたい．

(4) 授業の概要：動画を視聴し，どのように切りたいか考える．自分の願い通りに切るに

はどうすればよいか，再度動画を視聴することで，包丁の持ち方や食材を押さえたり持っ

たりする手の動きを観察し，ポイントを押さえる．調理をし，授業の振り返りをする．

(5) ICTの活用場面：【きゅうりの 4種切り】正しい包丁の持ち方ときゅうりを押さえる手

について考える場面で，4 つの静止画を用意し，意見交換した(図 2)．実際の調理場面で

は，ペアを組み，お互いの作業の様子をタブレットで撮影し，Classroom に提出させた

(図 3)．授業の振り返りの場面では，自身の調理場面の動画を視聴し，実習前に確認した

ポイントを意識して調理ができていたか，自己評価を行った．【じゃがいもの皮むき】正

しい包丁の持ち方とじゃがいもを押さえる手について考える場面で，左利きでもわかりや

すいように反転した動画も併せて視聴した(図 4)．また，蒸し器の使い方等も含めた調理

全体の流れが分かる動画も視聴した(図 5)．きゅうりと同様に，実際の調理の場面ではペ

アを組み，お互いの作業の様子をタブレットで撮影し，Classroom に提出させた．また，

授業の振り返りの場面についても，自身の調理場面動画を視聴し，実習前に確認したポイ

ントを意識して調理ができていたか，自己評価を行った．

図２ きゅうりを押さえる手について 図３ タブレットを使い，ペアと互いの 

  ポイントを確認するための静止画 調理の様子を撮影する姿 

図４ 左利きの生徒のために，画像を 図５ 調理全体の流れを示した動画 

反転させて編集した動画 

(6) 結果及び考察：課題把握のために静止画や動画を撮影・編集して利用した点について

は，従来行ってきた示範調理をするのとは異なり，ICT 機器によって手元が拡大され，生
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徒に気づかせたいポイントを理解させるのに効果的であった．授業者も生徒も教室の中を

移動せずに生徒自身の席で情報共有することができた点についても，コロナ禍の授業とい

う点で非常によかった．また，ペアの生徒が撮影した各々の調理場面の動画についても，

客観的に評価ができるという点で，非常に有効であった．一人一台端末が導入される以前

は，なんとなくできたつもりでいる生徒が多かったように思うが，授業前に全体で確認し

たポイントに沿って動画を視聴することで，できたこととできなかったことを具体的に明

記しながら記述ができた生徒が多かった(図 6)．さらに，こうした動画は，教師自身が生

徒の技能を把握する際にも役立てることができる．授業の中だけで一人一人を正確に評価

することは困難なことであるが，動画を観ることで個々の技量を把握し，次時の個別指導

に生かすことができた．一部，動画撮影に慣れていない生徒は，緊張して思うように調理

できなかったり，撮影した動画をClassroom上にアップロードできなかったり，予想以上

に時間がかかってしまう場もあった．こういった経験を積み重ね，個々のスキルをあげて

いく必要があると思われる． 

 
図６ 親指の位置に着目して具体的な記述がされている生徒の振り返り 

 
3.2 時間短縮を図り，必要な部分に時間をかけるための活用 
(1) 1日分の献立「お弁当を中心にした栄養バランスのよい 1日分の献立」  
(2) 授業の位置：第 9～11時 
(3) 生徒の思いや願い，問い：食品群別摂取量の目安を満たした 1 日分の献立を考えたい． 
(4) 授業の概要：1回目のお弁当の栄養バランスについて考える場面で，新たに中学で学ん

だ知識を生かして分析方法を考える．その際に，食品を 6つの食品群に分類し，摂取量を

それぞれ計算することで，自分のお弁当の課題を把握する．そして，その課題を克服する

ための朝食・夕食のメニューを考え，1 日分の献立を完成させる．グループでお互いの献

立を共有し，改善する．  
(5) ICT の活用場面：自分のお弁当の課題を把握する場面で，Google スプレッドシートで

作成した食品群別分類表を使用して摂取率やレーダーチャートを確認した(図7)．1日分の

献立を作成する際も，同様のシートを使用して栄養バランスをみながらメニューを検討し

た(図 8)． 
(6) 結果及び考察：一人一台端末が導入される以前は，プリント上に書いたり消したり，

計算も何度もやり直したりしながら，献立作成というよりも，半ば計算練習のための授業 
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図７ 自分のお弁当の栄養バランスを分析した結果 

図８ １日分の献立を作成した様子 
 
になりがちだった．しかし，このような食品群別分類表を利用することで，計算は自動計

算になるとともに，食品やメニューの追加・修正も容易にできるようになり，献立そのも

のについて熟考する時間を増やすことができた．また，レーダーチャートで栄養バランス

を視覚化できたことも，不足している食品群を意識しながら検討することにつながった．

Google フォームによる授業の振り返りでは，料理を 1 品追加することでバランスを改善

できるという具体的な改善策や，食品一つ一つの栄養の特徴を知ることの必要性といった

栄養面についての記述のほか，和・洋・中の統一，彩り，和食の良さといった，献立の質

に関わる部分に目を向けて考えることができた様子を読み取ることができた(図 9)．つけ

たい力をつけるための適切な指導につながったと考えられる．ただ，レーダーチャートを

きれいな六角形に整えることに意識を向けてしまい，数字合わせのようなやり方で献立を
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検討している生徒がいた点については課題がある．そういった生徒への支援の工夫につい

て，今後検討していきたい．

図９ Googleフォームで記述した献立作成の授業の振り返り

3.3 摸擬体験を取り入れた活用 
(1)食品選択「場面に合わせたハンバーグを選ぼう」

(2)授業の位置：第 12・13時

(3)生徒の思いや願い，問い：失敗のない食品選択をしたい．

(4) 授業の概要：食品選択で悩んだり困ったりした経験を出し合い，食品を選択する際の

ポイント(観点)を考える．ネットスーパーで場面(4つの場面から 1つを選択)に合わせたハ

ンバーグを選び，読み取った商品情報や選んだ理由をまとめる．場面ごとのグループでス

ライドを発表し合い，商品を選択する際に重視したポイントをまとめる．食品添加物や原

産国・原産地について調べた生徒に発表をさせ，正しい情報を共有するとともに，意見交

換する．新たに加わった食品選択をする際のポイント(観点)を考える．  
(5) ICT の活用場面：食品を選択する際のポイント(観点)について意見を集約するため，

Google フォームを用いた．また，その情報をテキストマイニングすることで，重視され

ているポイント(観点)を確認した(図 10)．ネットスーパーにおいて，情報を比較しながら

ハンバーグを選び，Googleスライドを用いて考えを整理した(図 12)．授業の振り返りで，

再度食品を選択する際のポイント(観点)について Googleフォームで回答を求めた(図 11)．

図１０ 学習前のテキストマイニング  図１１ 学習後のテキストマイニング 
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図１２ 場面に合わせて選んだハンバーグの情報をまとめたスライド 

(6) 結果及び考察：以前は，事前にスーパーで食品を購入し，写真を撮ったり，食品表示

を印刷したり，教師の負担が大きかった．ネットスーパーで商品を選ぶ体験を取り入れた

ことで，準備の時間を大きく削減することができたことが成果として挙げられる．また，

情報共有の場面では，国産と外国産のひき肉の値段の比較から，成長ホルモン剤の利用や

飼料の違い等の安全性に関する話題が上がったほか，ネットショッピングならではのクチ

コミ・商品レビューによる商品比較という新たな観点が出されるなど，これまで議論され

ることのなかった情報について話し合いを深める生徒の姿が見られた．さらに，振り返り

の場面においても，テキストマイニングを用いて学習前と学習後のポイント(観点)を比較

したことで，新たに得た情報や知識を自覚し，今後の生活に活かしたいことを具体的に記

述することができた(図 13)．食品表示を見て情報を比較しながら商品を選ぶことの大切さ

や，場面・ケースに応じて重視する観点を変える必要性について述べている生徒，食品添

加物や産地の安全性について自身の捉えをまとめている生徒など，友との対話の内容が反

映されていると言える．課題としては，インターネット検索をすると，食品添加物＝危険

なものと扱う情報が多く見られ，生徒もそのような情報の影響を強く受けやすい点が挙げ

られる．信頼できる情報を適切に読み取る力を，あらゆる場面で養っていく必要がある．

図１３ Googleフォームで記述した食品選択の授業の振り返り 
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3.4 個々の疑問を解決するための情報共有ツールとしての活用 
(1) 2回目のお弁当作りの計画「お互いの疑問に答えてお弁当構想図を作成しよう」 
(2) 授業の位置：第 18時 
(3) 生徒の思いや願い，問い：1回目のお弁当の課題を解決し，よりよい弁当を作りたい． 
(4) 授業の概要：1回目のお弁当の振り返りを読み直し，2回目のお弁当のテーマ，意識し

たいポイントを決め，構想図を書く．うまくいかないことや質問したいことについて，お

互いアドバイスしながら，構想図を完成させる．  
(5) ICT の活用場面：個々の疑問を解決するための情報共有ツール「YAHAA！知恵袋

(Googleスライド)」を利用した(図 14)．  

図１４ 「ＹＡＨＡＡ！知恵袋」のスライドの様子 

 
(6) 結果及び考察：Google スライドを共同編集することで，リアルタイムで自由に書き込

みができ，興味をもって取り組む様子があった．前時に個々の課題について個別追究をし

ていたため，質問を書き込むだけではなく，そこで得た知識を生かして積極的に回答しよ

うとする生徒の姿も多く見られた(図 15)．自分がした質問でなくても，友の質問やその回

答を見ることで，情報を活用している姿もあり，様々な観点からお弁当構想図を完成させ

ることができた．書き込みをしやすくするため，今回はペンネームを使用することを許可

したが，一つのファイルを共同編集する場合には，個々の言葉に責任をもって行うという，

事前の指導が必要と考える．情報モラルの意識を高めていきたい． 

図１５ 食中毒について個人追究した生徒の回答 
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3.5 スタディ・ログとしての活用 
(1) 2回目のお弁当作りの振り返り「『お弁当の軌跡』をまとめ，友だちと共有しよう」 
(2) 授業の位置：第 19・20時 
(3) 生徒の思いや願い，問い：友のお弁当を見たい，様々な観点から自分のお弁当作りを

振り返りたい ． 
(4) 授業の概要：2 回目のお弁当作りを振り返り，『お弁当の軌跡』を入力する．お互いの

弁当の良さや改善点について，グループで付箋を交換しながら意見共有する．自由に他の

グループの生徒のお弁当を見合う．再度『お弁当の軌跡』に，題材のまとめを記述する．  
(5) ICTの活用場面：1回目のお弁当作りから 2回目のお弁当作りまでの学習の過程を『お

弁当の軌跡』と名付けた Googleスライドにまとめた (図 16)．  

図１６ ２回のお弁当作りについて振り返りをまとめた様子 

 
(6) 結果及び考察：『お弁当の軌跡』は，題材を通して学んでいった自身の姿を記録したも

のである．2 回のお弁当作りの計画や実際の様子についてまとめたほか，個人の課題を追

究した記録としても活用した．お弁当作りに対する思いや 2回のお弁当作りを終えての気

持ちの変化なども盛り込みながら，自身の成長を実感できるような形式になるよう工夫し

た． 2回目のお弁当作りについてグループ内で発表し合う場面では，意見交換が活発にさ

れた(図 17)．『お弁当の軌跡』をまとめてあったことで，個々の成果や課題が明確になっ

ていたことがその要因として挙げられる．そして，何よりも個々のお弁当の画像がタブレ

ットに表示され，話し合いの真ん中にあったことが，実物に代わる有効な教材となってい

たと言える．  
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図１７ 画像を見て積極的に意見交換する姿 

４．おわりに 

本研究では，ICT を活用したお弁当づくりの指導プログラム開発を行い，実践をもとに

その学習効果の検証を行った．ICT を活用することにより，生徒は自己の姿を客観的に評

価すること，重要な部分に必要な時間をかけて効率よく学ぶこと，教室内でも摸擬的・擬

似的に学ぶことができること，ICT を介して主体的・対話的に学ぶこと，学びを振り返り

自己の成長を感じることが可能となり，題材の終わりには個々の課題を克服したお弁当を

完成させた．生徒のお弁当づくりに関する栄養面および調理面等の食生活に関する学習内

容に対する興味・関心が高まり，学習内容の理解度の広がりや深化や，さらには家庭実践

への接続の可能性も見えてきた．現行の学習指導要領では，つける力がコンテンツベース

(内容主義)からコンピテンシーベース(資質・能力主義)へ大きく転換がされたが，学ぶ道

具として情報端末を使い，多様な問題を解決できる能力の育成を目指し毎時間の授業を問

題の設定と解決と捉える目線を育て，友と対話・協働しながら学ぶ経験を積み，自己の知

識・技能の更新を意識させることが重要なことと考える．情報活用能力を高めながら探究

的に学ぶ生徒の育成を目指し，今後も検討を重ねていきたい．
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